
File_No.
調査
場所

調査日 調査員

□

□

□ 空家等

■
or

☑

□

■
or

☑

□

項目判定方法

イ:隣接住
宅等

ロ:隣接道
路

該当なし
管理不全
空家相当

特定空家認
定相当

建築物の傾斜　※2階以上の階の
み傾斜している場合も同様

□ 傾斜は1/20以下 □ 傾斜は1/20超え □ □ □ □ □ □

屋根全体の変形又は外装材の剥落
若しくは脱落

□ 部分的に認められる □ 全体的に認められる □ □ □ □ □ □

構造部材（基礎、柱、はりその他
の構造耐力上主要部分）の破損、
腐朽、蟻害、腐食等又は構造部材
同士のズレ

□ 部分的に認められる □ 全体的に認められる □ □ □ □ □ □

雨水侵入の痕跡 □ 認められる □ □ □ ー

門、塀、屋外階段等の傾斜 □
認められるが、倒壊のおそれ
があるほどではない

□
倒壊のおそれがあるほどの著
しい傾斜が認められる

□ □ □ □ □ □

構造部材の破損、腐朽、蟻害、腐
食等又は構造部材同士のズレ

□
構造部材の破損、腐朽、蟻
害、腐食等が認められる

□ 全体的に認められる □ □ □ □ □ □

立木の傾斜 □
立木に著しい傾斜は認められ
ないが、伐採、補強等がなさ
れていない

□
立木に倒壊のおそれがあるほ
どの著しい傾斜が認められる

□ □ □ □ □ □

立木の腐朽 □
立木の伐採、補強等がなされ
ておらず、腐朽が認められる

□
立木に倒壊のおそれがあるほ
どの著しい幹の腐朽が認めら
れる

□ □ □ □ □ □

イ:隣接住
宅等

ロ:隣接道
路

該当なし
管理不全
空家相当

特定空家認
定相当

崩壊又は土砂の流失 □
ひび割れ等の部材の劣化、水
のしみ出し又は変状が認めら
れる

□
⼀部の崩壊又は著しい土砂の
流出が認められる

□ □ □ □ □ □

ひび割れ等の部材の劣化、水のし
み出し又は変状

□
構造部材の破損、腐朽、蟻
害、腐食等が認められる

□
水のしみ出し又は変状が認め
られる

□ □ □ □ □ □

イ:隣接住
宅等

ロ:隣接道
路

該当なし
管理不全
空家相当

特定空家認
定相当

剥落又は脱落 □

外装材、屋根ふき材、手すり
材、看板、雨樋、給湯設備、
屋上水槽等の剥落又は脱落の
おそれがある

□

外装材、屋根ふき材、手すり
材、看板、雨樋、給湯設備、
屋上水槽等の剥落又は脱落が
認められる

□ □ □ □ □ □

支持部材の破損、腐食 □

外壁上部の外装材、屋根ふき
材若しくは上部に存する手す
り材、看板、雨樋、給湯設
備、屋上水槽等の⼀部に破損
又はこれらの支持部材の⼀部
に破損、腐食が認められる

□

落下のおそれがあるほどの著
しい外壁上部の外装材、屋根
ふき材若しくは上部に存する
手すり材、看板、雨樋、給湯
設備、屋上水槽等の破損又は
これらの支持部材の破損、腐
食が認められる

□ □ □ □ □ □

突出物の脱落 □
軒、バルコニーその他の突出
物の脱落が認められる

□ □ □ □ □ □

支持部材の破損、腐朽等 □
軒、バルコニーその他の突出
物の支持部分の破損、腐朽等
が認められる

□

・落下のおそれがあるほどの
著しい軒、バルコニーその他
の突出物の傾きが認められる
・落下のおそれがあるほどの
著しいこれらの支持部分の破
損、腐朽等が認められる

□ □ □ □ □ □

⑶立木の枝 立木の脱落、折れ又は腐朽 □
立木の大枝の剪定、補強がな
されておらず、折れ又は腐朽
が認められる

□

・大枝の脱落が認められる
・落下のおそれがあるほどの
著しい立木の上部の大枝の折
れ、腐朽が認められる

□ □ □ □ □ □

イ:隣接住
宅等

ロ:隣接道
路

該当なし
管理不全
空家相当

特定空家認
定相当

⑴屋根ふき
材、外装
材、看板等

屋根ふき材等の飛散 □

屋根ふき材、外装材、看板、
雨樋等の破損又はこれらの支
持部材の破損、腐食等が認め
られる

□

・屋根ふき材、外装材、看
板、雨樋等の剥落又は脱落が
認められる
・飛散のおそれがあるほどの
著しい屋根ふき材、外装材、
看板、雨樋等の破損又はこれ
らの支持部材の破損、腐食等
が認められる

□ □ □ □ □ □

⑵立木の枝 立木の飛散 □
大枝の剪定、補強がなされて
おらず、折れ又は腐朽が認め
られる

□

・大枝の飛散が認められる
・飛散のおそれがあるほどの
著しい大枝の折れ又は腐朽が
認められる

□ □ □ □ □ □

周辺への悪影響の要素：「周辺の建築物や通行人等に対し悪影響をもたらすおそれの有無」及び「その悪影響の程度と危
険性の切迫性」（※悪影響の程度は、社会通念上許容される範囲を超えるか否か等により判断）☆周辺への悪影響の判定方法

⇒

※該当箇所の□を黒塗り（■）もしくは☑

　（適正管理の情報提供・
　　注意喚起を実施）

現場調査シート Sheet_No.

　イ:隣接住宅等

調査項目 A:管理不全空家等判断基準 B;特定空家等判断基準
項目判定

　ロ:隣接道路

・狭小な敷地の密集市街地に位置している場合や建築物が隣接する場合に、「調査表」の各調査項目の状態による影響
が、周辺の建築物への被害又は周辺住民の身体及び生命に影響を及ぼすおそれがあり、また、その悪影響の程度が緊急

性、切迫性を有していると判断した場合は、該当ありとし「■」もしくは「☑」とする。

・周辺の住宅が存在しない場合や、影響があると予見できる範囲に容易に立ち入ることができない場合は、「調査表」の
各調査項目の状態の影響について、緊急性、切迫性を有しないと判断し、該当なしとし「□」とする。

・道路や通学路の沿道に位置する場合に、「調査表」の各調査項目の状態による影響が、通行人等（通行し得て被害を受
ける状況が予見できる場合を含む。）の身体及び生命に影響を及ぼすおそれがあり、また、その悪影響の程度が緊急性、
切迫性を有していると判断した場合は、該当ありとし「■」もしくは「☑」とする。

☆総合判定の方法（※空き地の調査については、グレー部分の調査項目のみを対象とする。）

＜案＞

　B＋イ・ロいずれか該当→特定空家認定相当　B＋イ・ロ共に非該当→管理不全空家相当

A・B共に非該当→該当なし　Aのみ該当→管理不全空家相当

３.部材等の飛散

調査項目
調査
不可

A:管理不全空家等判断基準 B;特定空家等判断基準
周辺への悪影響 項目判定

⑴外装材、
屋根ふき
材、手すり
材、看板等

⑵軒、バル
コニーその
他の突出物

⑴建築物

－

擁壁の崩壊

調査項目
調査
不可

A:管理不全空家等判断基準

調査
不可

A:管理不全空家等判断基準

⑶立木

⑵門、塀、
屋外階段等

B;特定空家等判断基準
☆周辺への悪影響 項目判定

1.建築物等の倒壊

２.擁壁の崩壊

調査項目

－

３.部材等の落下

B;特定空家等判断基準
☆周辺への悪影響 項目判定

☆周辺への悪影響
調査
不可

項目判定のうち、1以上の「特定空家認定相当」の該当がある

項目判定のうち「特定空家認定相当」の該当はないが、1以上の「管理
不全空家相当」の該当がある

項目判定のうち「特定空家認定相当」及び「管理不全空家相当」のいず
れにも該当がない

　総合判定 　⇒

特定空家認定相当

管理不全空家相当

調査表① そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態

※該当箇所の□を黒塗り（■）もしくは☑

・道路や通学路の沿道に位置しない場合や、通行し得る状況にない場合等、「調査表」の各物的状態の状態の影響につい
て、緊急性、切迫性を有しないと判断し、該当なしとし「□」とする。

該当あり

該当なし

該当あり

該当なし

【参考資料６】現場調査シート（案）



項目判定方法

イ:隣接住
宅等

ロ:隣接道
路

該当なし
管理不全
空家相当

特定空家認
定相当

石綿の飛散 石綿の飛散につながるもの □
吹付け石綿の周囲の外装材又
は石綿使用部材の破損等が認
められる

□

・石綿の飛散の可能性が高い
吹付け石綿の露出
・石綿の飛散の可能性が高い
石綿使用部材の破損等が認め
られる

□ □ □ □ □ □

イ:隣接住
宅等

ロ:隣接道
路

該当なし
管理不全
空家相当

特定空家認
定相当

⑴汚水等
排水設備等（浄化槽を含む）及
び汚水によるもの

□
排水設備の破損等が認められ
る

□

・排水設備等から汚水の流出
が認められる
・汚水等の流出のおそれがあ
るほどの著しい排水設備の破
損等が認められる

□ □ □ □ □ □

⑵害虫等 害虫等によるもの □

清掃等がなされておらず、常
態的な水たまりや多量の腐敗
したごみ等が敷地内に認めら
れる

□

・敷地等から著しく多数の
蚊、ねずみ等の害虫等の発生
が認められる
・著しく多数の蚊、ねずみ等
の害虫等の発生のおそれがあ
るほど敷地等の常態的な水た
まり、多数の腐敗したごみ等
が認められる

□ □ □ □ □ □

⑶動物の糞
尿等

動物の糞尿等によるもの □
駆除等がなされておらず、常
態的な動物の棲みつきが敷地
等に認められる

□

・敷地等に著しい量の動物の
糞尿等が認められる
・著しい量の糞尿等のおそれ
があるほど常態的な敷地等へ
の動物の棲みつきが認められ
る

□ □ □ □ □ □

項目判定方法

イ:隣接住
宅等

ロ:隣接道
路

該当なし
管理不全
空家相当

特定空家認
定相当

屋根ふき材、外装材、看板等 □

・補修等がなされておらず、
屋根ふき材、外装材、看板等
の色褪せ、破損又は汚損が認
められる

□
・屋根ふき材、外装材、看板
等の著しい色褪せ、破損又は
汚損が認められる

□ □ □ □ □ □

ごみ等の山積 □
・清掃等がなされておらず、
散乱し、又は山積したごみ等
が敷地等に認められる

□
・著しく散乱し、または山積
しているごみ等が認められる

□ □ □ □ □ □

項目判定方法

イ:隣接住
宅等

ロ:隣接道
路

該当なし
管理不全
空家相当

特定空家認
定相当

□
・排水設備（浄化槽を含
む。）の破損等又は封水切れ
が認められる

□

・排水設備（浄化槽を含
む。）の汚水等による悪臭の
発生が認められる
・悪臭のおそれがあるほどの
著しい排水設備（浄化槽を含
む。）の破損が認められる

□ □ □ □ □ □

□

・駆除、清掃等がなされてお
らず、常態的な動物の棲みつ
き又は多量の腐敗したごみ等
が敷地等に認められる状態

□

・敷地等の動物の糞尿等又は
腐敗したごみ等による悪臭の
発生が認められる
・悪臭の発生のおそれがある
ほどの著しい敷地等の動物の
糞尿等又は多量の腐敗したご
み等が認められる

□ □ □ □ □ □

⑵不法侵入
の発生

不法侵入の発生につながるもの □
・開口部等の破損が認められ
る

□

・不法侵入の形跡が認められ
る
・不特定の者が容易に侵入で
きるほどの著しい開口部等の
破損等が認められる

□ □ □ □ □ □

⑷立木等に
よる破損・
通行障害等
の発生

⽴木等による破損・通行障害等
の発生につながるもの

□
・⽴木の枝の剪定等がなされ
ておらず、⽴木の枝等のはみ
出しが認められる

□

・周囲の建築物の破損又は歩
行者等の通行の妨げ等のおそ
れがあるほどの著しい⽴木の
枝等のはみ出しが認められる

□ □ □ □ □ □

⑸動物等に
よる騒音の
発生

動物等による騒音の発生につな
がるもの

□
・駆除等がなされておらず、
常態的な動物の棲みつき等が
敷地等に認められる

□
・著しい頻度又は音量の鳴き
声を発生する動物の敷地等へ
の棲みつき等が認められる

□ □ □ □ □ □

⑹動物等の
侵入等の発
生

動物等の侵入等の発生につなが
るもの

□
・駆除等がなされておらず、
常態的な動物の棲みつきが敷
地等に認められる

□
・周辺への侵入等が認められ
る動物等の敷地等への棲みつ
きが認められる

□ □ □ □ □ □

調査項目
調査
不可

A:管理不全空家等判断基準 B;特定空家等判断基準
☆周辺への悪影響

調査表② そのまま放置すれば著しく衛生上有害となるおそれのある状態
A・B共に非該当→該当なし　Aのみ該当→管理不全空家相当

　B＋イ・ロいずれか該当→特定空家認定相当　B＋イ・ロ共に非該当→管理不全空家相当

1.石綿の飛散

項目判定

景観の悪化

調査表③ 適切な管理が行われていないことにより著しく景観を損なっている状態
A・B共に非該当→該当なし　Aのみ該当→管理不全空家相当

　B＋イ・ロいずれか該当→特定空家認定相当　B＋イ・ロ共に非該当→管理不全空家相当

2.健康被害の誘発

調査項目
調査
不可

A:管理不全空家等判断基準 B;特定空家等判断基準
☆周辺への悪影響 項目判定

項目判定

調査項目
調査
不可

A:管理不全空家等判断基準 B;特定空家等判断基準
☆周辺への悪影響

※該当箇所の□を黒塗り（■）もしくは☑

※該当箇所の□を黒塗り（■）もしくは☑

※該当箇所の□を黒塗り（■）もしくは☑

項目判定

⑴汚水等に
よる悪臭の
発生

汚水等による悪臭の発生につな
がるもの

調査表④
その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切である状態
（※ガイドラインの「落雪」に関する項目は除外）

A・B共に非該当→該当なし　Aのみ該当→管理不全空家相当

　B＋イ・ロいずれか該当→特定空家認定相当　B＋イ・ロ共に非該当→管理不全空家相当

調査項目
調査
不可

A:管理不全空家等判断基準 B;特定空家等判断基準
☆周辺への悪影響


